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【凍み大根についてのお問い合わせ先】西和賀統括センター管理課生活ふれあい係  ☎0197-85-3301まで
【購入先】西和賀町内の産直や女性部の行事などでも購入できる。JA 農産物直売所母ちゃんハウスだぁすこ（花巻市野田）でも取り扱う。☎0198-24-2914
	  ※電話にて在庫を確認のうえご来店ください

　
深
い
奥
羽
山
系
に
囲
ま
れ
た

豪
雪
地
帯
、西
和
賀
町
。深
々

と
降
り
積
も
っ
た
雪
は
２
〜
３
ｍ

に
も
な
る
。
厳
し
い
冬
を
乗
り
切

る
た
め
、
先
人
達
は
寒
さ
や
雪
を

有
効
利
用
し
た
加
工
技
術
を
身
に

付
け
、
冬
場
の
貴
重
な
食
料
を
確

保
し
て
き
た
。
こ
う
し
て
ビ
ス

ケ
ッ
ト
の
天
ぷ
ら
や
雪
納
豆
、
す

し
漬
け
や
大
根
の
一
本
漬
け
な
ど

特
色
あ
る
食
文
化
が
伝
え
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
代
表
格
の
ひ
と
つ
と

し
て「
凍
み
大
根
」が
あ
る
。

　

J
Ａ
女
性
部
西
和
賀
地
域
支

部
加
工
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
15

年
ほ
ど
前
か
ら
凍
み
大
根
の
加
工

と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
始
め
た
。
か
つ
て

は
庭
先
で
寒
風
を
浴
び
な
が
ら
揺

れ
て
い
る
大
根
は
当
た
り
前
の
冬

の
風
景
だ
っ
た
が
時
代
と
と
も
に

作
り
手
が
減
少
。
先
人
達
が
守
り

伝
え
て
き
た
偉
大
な
る
知
恵
を
絶

や
し
て
は
い
け
な
い
と
、
凍
み
大

根
を
製
品
化
さ
せ
、
地
元
直
売
所

や
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
、
イ
ベ
ン

ト
や
女
性
部
が
集
ま
る
場
で
の
Ｐ

Ｒ
、
料
理
講
習
会
な
ど
を
続
け
て

き
た
。
中
心
と
な
っ
て
活
動
に
励

む
同
支
部
長
の
中
村
キ
ミ
イ
さ
ん

（
写
真
１
左
か
ら
３
人
目
）夫
婦
が
大
量
生
産

に
着
手
し
マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
も
注

目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

凍
み
大
根
作
り
は
寒
さ
が
厳
し

く
な
っ
た
頃
に
始
ま
る
。
今
年
は

１
月
中
旬
に
会
員
た
ち
が
中
村
さ

ん
宅
に
集
ま
り
、
同
町
独
自
の
方

法
で
作
業
を
進
め
た
。
中
村
さ
ん

は「
こ
の
地
域
の
気
候
と
、
こ
こ

だ
け
の
手
法
で
作
り
あ
げ
る
特
別

な
も
の
。
途
絶
え
さ
せ
て
は
い
け

な
い
」と
話
す
。
豪
雪
地
帯
で
生

ま
れ
た
食
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
が

見
直
さ
れ
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
裏
に
は
、
か
じ
か
む
寒
さ

の
中
、手
間
隙
か
け
て
作
り
上
げ
、

地
道
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き
た

人
々
が
い
る
。

　

同
町
を
訪
れ
る
と
寒
風
に
揺
ら

れ
る
大
根
達
が
出
迎
え
て
く
れ

る
。
今
日
も
ま
た
厳
し
い
寒
さ
に

耐
え
、
自
ら
の
体
に
お
い
し
さ
を

じ
っ
く
り
と
蓄
え
な
が
ら
。

1.「集まって作業するのも楽しみのひとつ」と笑顔が溢れ
る2.雪の中乾

ほ
される大根。３カ月後には旨みを蓄えて飴

色になる3.短冊型に小さく切るのが一般的だが、同町で
は１本を縦に半分に切る4.使用する大根は昨年収穫し、
雪下に保存していたもの5.出来上がりは袋に詰めて販売。
長期保存が可能で水で戻して使用する。
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「伝統の食文化を絶やさない」その強き意志と
厳しい寒さが生み出す “ここにしかない逸品”
ＪＡ女性部西和賀地域支部加工研究グループ

　凍み大根は、主に気温が氷点下になる日が続く北国で作
られるが、西和賀町の凍み大根の作り方は他地域で作られ
る一般的なものとは少し違う。そのおいしさの秘密を紹介
しよう。

◉作り方
〜茹でずに生のまま乾

ほ

す〜
　一般的には、大根を20cmほどの短冊型にし茹でてか
ら乾すのに対し、同町では１１月に収穫し雪下保管してお
いた大根を生のまま縦半分に切り、
紐を通してそのまま外に吊るす。湯に
通さない分大根の旨みや甘みを逃が
すことなく凝縮できる。

◉乾　す
～おいしさの秘密～
　夜間の凍結と日中の解凍を繰り返しながら、吹き付け
る寒風にさらし２カ月間じっくり乾燥
させる。白かった大根は旨みが凝縮
され次第に飴色に染まり、太さも３
分の１ほどになる。その後の１カ月間
は水気の無い風通しの良い場所で乾
し、仕上げる。

◉料　理
～旨みがしみ出す～
　西和賀町の凍み大根を使用した料理は格別の味だ。お
いしさの秘密は凍み大根がさまざまな素材や出汁の旨み
を吸収し、さらに大根の凝縮された
甘みが料理に溶け出すから。頬張る
と、歯ごたえと共に大根や具材のお
いしさが口中にひろがる。まさに逸
品である。

ちょっ
と

いい話

頑張ってます！

Ⅱ
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雪

a

ここが違う！

西和賀町の凍み大根！

2

1

4

3

5

に生きる
あい・のう・ど
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開店と同時に大勢の買い物客でにぎわう店内

ＪＡ沿岸産直部会やＪＡ女性部による甘酒のお振る舞い

ズラリと並ぶ地元の野菜を品定め

新鮮野菜の出荷作業。ＪＡス
タッフと話し合いながら陳列方
法を工夫する生産者

姉妹提携を結
んでいる和歌

山県のＪＡ

紀の里のミカン
の詰め放題は大

人気

「安全安心で
新鮮な地場産

品

に期待してい
る」と笑顔を

見

せる買い物客

開店を待ち望んだ多くの人が見守る中、新たなる門出を盛大に祝ったテープカット

ＪＡ大槌支店も合築しています

特
集
１

Special Issue
産直 母ちゃんハウスだぁすこ沿岸店オープンSpecial Issue特集1

待
望
の
オ
ー
プ
ン

１
月
15
日
、
晴
天
の
も
と
、
母
ち
ゃ
ん
ハ
ウ

ス
だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店
は
、
大
槌
町
が
昨
年
建

て
た
「
大
槌
町
沿
岸
営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー
」

内
に
あ
り
、
Ｊ
Ａ
の
大
槌
支
店
や
東
部
地
区

営
農
セ
ン
タ
ー
を
合
築
。
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
沿
岸
地
域
の
農
業
活
動
の
復
興
拠

点
と
す
る
事
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

建
物
は
鉄
骨
造
で
、
売
り
場
の
床
面
積
は

２
０
３
㎡
、
食
堂
は
53
㎡
で
す
。
農
林
中
央

金
庫
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
店
舗
内
の
設
備
や
資
材
の
支
援
を
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
開
通
予
定
の
三
陸

沿
岸
道
路
・
大
槌
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮

称
）
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
も
あ
り
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
立
ち
寄
る
場
と
し

て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店
を
核
と
し
た

地
域
農
業
の
活
性
化

開
店
を
前
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、高
橋
専
太
郎
組
合
長
が「
こ

の
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
、
協
同
活
動
と

生
産
活
動
の
展
開
で
復
興
に
力
を
入
れ
て
い

く
事
を
改
め
て
決
意
し
た
。
国
や
大
槌
町
、

農
林
中
央
金
庫
や
キ
リ
ン
（
株
）な
ど
か
ら

多
く
の
支
援
を
頂
き
実
現
す
る
事
が
出
来
た

こ
の
だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店
は
、
安
全
安
心
を
消

費
者
に
届
け
る
と
い
う
使
命
を
果
た
す
だ
け

で
な
く
、
農
業
生
産
者
の
販
売
の
場
や
意
欲

向
上
、
そ
し
て
地
域
農
業
の
復
興
な
ど
多
く

の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
場
所
を
核
と

し
て
沿
岸
地
域
を
更
に
活
性
化
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
う
店
内

午
前
11
時
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
。
こ
の
日

を
待
ち
わ
び
た
多
く
の
人
々
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
、
テ
ー
プ
に
は
さ
み
が
入
れ
ら
れ
新
た

な
る
門
出
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

新
鮮
な
農

作
物
や
手
作
り

菓
子
、
海
産
加

工
品
な
ど
が
ズ
ラ

リ
と
並
ぶ
店
内
に
は
、

開
店
と
同
時
に
来
場
者

が
次
々
と
訪
れ
、
色
と
り

ど
り
の
品
物
を
手
に
取
り
な

が
ら
品
定
め
。
店
内
は
活
気
に

満
ち
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ

ま
し
た
。

１
月
15
日
～
17
日
は
オ
ー
プ

ン
セ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
３
日
間
で

２
３
３
４
人
が
来
店
。
日
替
わ
り
で
紅
白

餅
や
卵
な
ど
を
先
着
２
０
０
名
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
沿
岸
産
直
部
会
や

Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
餅
つ
き
や
甘
酒
な
ど

の
お
振
る
舞
い
、
Ｊ
Ａ
と
姉
妹
提
携
を
結

ん
で
い
る
和
歌
山
県
の
Ｊ
Ａ
紀
の
里
の
ミ

カ
ン
の
詰
め
放
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま

し
た
。

営
農
振
興
の
新
た
な
る
拠
点

産
直
母
ち
ゃ
んハウ
ス

だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店

オ
ー
プン

　
Ｊ
Ａ
の
産
直
母
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
だ
ぁ

す
こ
沿
岸
店
が
大
槌
町
大
槌
で
待

望
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、だ
ぁ
す
こ
オ
ー

プ
ン
の
様
子
や
店
舗
内
の
紹
介
の
ほ

か
、
開
店
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
沿

岸
地
域
の
農
業
振
興
に
尽
力
し
て
い

る
人
々
を
紹
介
し
ま
す
。
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食堂入口

産直入口

みんなおい
でよ！

産
直母ち

ゃんハウス

だぁすこ沿岸店

レジ 果実 豆類産地間
交流品

乳製品
・
豆腐
・
漬物

男性
トイレ

多目的
トイレ

女性
トイレ

Ａコープマーク品
・

産地間交流ＪＡ商品
・

海産乾物
・

贈答用菓子
・

雑穀類

など

葉菜

花

食堂
精米
コーナー

鮮魚・海産物加工品

果菜

惣菜・弁当・手作り和菓子 豚肉 鶏卵

菌茸

安全安心
肉厚シイタケ

シャッキシャキ
甘くておいしい
ダイコン

とれたて
キャベツや
ハクサイ

新鮮
ネギやトマト

根菜

産直 母ちゃんハウスだぁすこ沿岸店オープンSpecial Issue特集1

里
山
の
恵
み
と
海
の
幸

だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

そ
こ
に
は
、
地
元
で
採
れ
た
キ
ャ
ベ
ツ
や
シ
イ

タ
ケ
、
花
き
な
ど
の
新
鮮
な
農
作
物
が
並
ん

で
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
手
作
り
の
菓
子
や

惣
菜
、
沿
岸
な
ら
で
は
の
海
産
物
が
陳
列
棚

を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
。

冬
期
間
中
に
品
薄
に
な
る
商
品
は
、
花
巻

市
野
田
の
本
店
敷
地
内
に
あ
る
Ｊ
Ａ
農
産
物

直
売
所
「
母
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
だ
ぁ
す
こ
」
の
生

産
者
の
野
菜
や
果
物
、
産
地
間
交
流
を
し
て

い
る
全
国
の
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
商
品
を
陳
列
。
全
国
と
の
繫
が
り
を
大
切

に
し
て
き
た
長
い
歴
史
と
、
東
西
１
２
０
㎞
の

広
い
管
内
を
持
つ
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
充
実
し
た
商
品
の
提
供
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
　

食
堂
で
は
、
本
店
店
舗
で
人
気
の
「
母
ち
ゃ

ん
定
食
」
を
だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店
メ
ニ
ュ
ー
で
提

供
、
ほ
か
に
も
海
産
物
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

や
Ｊ
Ａ
が
開
発
し
た
ス
ム
ー
ジ
ー
、
い
か
餃

子
や
大
槌
産
の
そ
ば
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

地
元
団
体
と
連
携
を
深
め

地
方
創
生
の
拠
点
に

里
と
山
の
産
物
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
海
の
幸
が
楽
し
め
る
の
は
だ
ぁ
す
こ
沿

岸
店
な
ら
で
は
の
魅
力
。
Ｊ
Ａ
は
地
元
の
水

産
業
関
係
者
や
地
域
と
手
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店
を
拠
点
と
し
た
地
域

農
業
や
産
業
、
く
ら
し
の
活
性
化
を
目
指
し
、

地
元
に
根
ざ
し
た
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

26

周辺案内図

至釡石

至山田
大槌高校

きらり商店街

城
山

ト
ン
ネ
ル

ローソン様

大槌川

だぁすこ沿岸店

葉菜類コーナー

果菜類コーナー

菌茸類コーナー

根菜類コーナー

ＪＡでは地域農産物の需要・消費拡大を目指し、地元
加工製造会社などとともにさまざな商品開発を行って
きました。現在も更なる商品の向上や新たな開発に力
を注いでいます。だぁすこ沿岸店や沿岸地域にとって
「名物」「目玉」となるような商品を目指します。

大槌産のキャベツとシイタケ、三陸
産のイカを使用した餃子。農作物と
海産物を融合させた一品です。店舗
での販売のほか、食堂メニューとし
ても提供しています。

いか餃子

大槌産のソバ「にじゆたか」を使用し
た半生麺を地元製麺会社とともに開
発し店舗で販売。現在トッピング食材
や乾麺商品も開発中です。食堂で提
供しているソバメニューは、大槌の里
そば（生麺）です。

大槌の里そば

だぁすこ沿岸店の野菜と、野菜をまる
ごとパウダー状にしたもの、ＪＡ子会社
ののむヨーグルトなど、ここでしか味わ
えない厳選素材と野菜の持つ栄養素
をそのままジュースにしました。食堂メ
ニューとして提供（温・冷）しています。

野菜まるごとスムージー

日替わり母ちゃん定食　650円
本店にある母ちゃんハウスだぁすこでお
なじみの「母ちゃん定食」のだぁすこ沿
岸店バージョン

海そば・山そば　各500円
大槌産ソバ粉で作った麺に、海そばはえ
び天をトッピング。山そばは野菜かき揚げ
をトッピング

釜石椎茸麺　500円
磯ラーメン　600円
ボンディアソフトクリーム　300円
野菜まるごとスムージー（冷・温） 350円

全て税込みの価格です

産地間交流をしている全国の
ＪＡファーマーズマーケットの
品物がズラリ。管内では生産
出来ない果物や作物が年間
を通して並びます

「日替わり母ちゃんおまかせ丼」その日水揚げされた海産物を使用した丼物。何が食べられるかは出てきてからのお楽しみ（550円）

？

店舗内でも販
売している「

いか

餃子」は食堂
でも味わえる（

単品

３５０円、定食
５００円）

大槌町の特産品などをモチーフに作られた
コースターやストラップなどのハンドメイド作
品や手ぬぐいなどのグッズも盛りだくさん

地元産果実のほか、リンゴジューズやジャ
ム、はちみつなどの加工品が並ぶ。内陸で
生産されたリンゴなども販売

農林中金と釜石地方森林組合から寄
贈頂いたサケや海をモチーフとしたイス
やテーブル

地元菓子店の商品や贈答品が並
ぶ。地元特産の菓子はお土産にも
おすすめ

入り口では季節の切花や鉢花など、色とりど
りのお花がお出迎え

産直に名物を！

産直　母ちゃんハウスだぁすこ沿岸店
大槌町大槌16-28　☎0193-42-8151
駐 車 場 ： 普通車25台・マイクロバス2台
営業時間 ： 4月〜11月　午前9時〜午後6時
 12月〜3月　午前9時〜午後5時
※�定休日は年末年始と第２木曜日を基本としていますが、
祝祭日と重なった際は変更する場合があります

だぁすこ沿岸店や地域農業が、子ども達や買い物客にとって親し
み深いものになってほしいという願い、そして地域とともに成長して
いきたいという思いから、販売する野菜の紹介は、大槌学園小学
部が書いてくれた「手作りポップ」を使用しています。作物の栄養
価や特徴、おすすめの調理
方法などがイラストとともに書
かれています。お買い物の際
は、地域と農業を繋ぐ心温ま
るポップをご覧ください。

産直と地域を繋ぐポップ

主 な メ ニ ュ ー

の
る
具
材
は

お
楽
し
み

！

ここに
も注目
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産直 母ちゃんハウスだぁすこ沿岸店オープンSpecial Issue特集1

震
災
か
ら

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
を

受
け
、
沿
岸
地
域
の
組
合
員
は
販

売
場
所
を
失
っ
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
組

合
員
の
営
農
活
動
と
販
売
場
所
の

確
立
を
目
指
し
、
国
や
町
に
営
農

を
基
軸
と
し
た
復
興
拠
点
の
再
構

築
を
要
望
。
大
槌
町
沿
岸
営
農
拠

点
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
産
直
店
舗

を
設
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
と
並
行

し
な
が
ら
、
沿
岸
地
域
の
組
合
員

と
Ｊ
Ａ
は
仮
設
住
宅
へ
の
移
動
販

売
や
予
冷
庫
を
再
利
用
し
た
店
舗

で
の
販
売
、
片
道
２
時
間
半
か
け
、

花
巻
市
の
母
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
だ
ぁ

す
こ
へ
の
出
荷
な
ど
、
売
り
場
確

保
に
努
め
る
日
々
が
続
い
た
。

部
会
設
立

　
生
産
活
動
の
再
開
に
尽
力
を
続

け
る
沿
岸
地
域
の
組
合
員
で
構
成

す
る
「
沿
岸
産
直
部
会
」
を
平
成

26
年
２
月
に
設
立
。
現
在
１
０
６

人
の
会
員
が
所
属
し
て
い
る
。

　
だ
ぁ
す
こ
産
直
店
オ
ー
プ
ン
ま

で
の
約
２
年
間
、
会
員
達
は
通
年

出
荷
用
の
作
物
栽
培
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
約
70
種
の
播
種
～
収
穫

期
間
が
一
目
で
分
か
る
「
野
菜
栽

上
、
生
産
者
の
団
結
を
後
押
し
し

た
。
８
戸
57
ａ
を
皮
切
り
に
面
積

拡
大
が
進
み
、
平
成
27
年
は
18
戸

約
１
ha
に
広
が
っ
た
。

　
約
10
ａ
で
栽
培
す
る
同
町
の
阿

部
美
智
子
さ
ん
は
「
冬
採
り
キ
ャ

ベ
ツ
は
冬
場
の
貴
重
な
収
入
源
。

だ
ぁ
す
こ
産
直
が
開
店
し
て
出
荷

先
も
増
え
る
。
多
品
目
栽
培
の
ひ

と
品
種
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思

う
。
一
層
の
仲
間
づ
く
り
に
も
繋

げ
て
い
け
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め

て
話
し
た
。

人
と
の
繫
が
り

　「
挑
戦
し
な
け
れ
ば
何
も
始
ま

ら
な
い
」
そ
う
語
る
の
は
、
同
町

で
果
樹
や
ハ
ウ
ス
野
菜
な
ど
を
栽

培
す
る
阿
部
和
子
さ
ん
。
イ
チ
ゴ

栽
培
を
始
め
た
の
は
平
成
23
年
の

震
災
直
後
だ
っ
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の

培
暦
」
の
活
用
や
新
た
な
品
目
の

栽
培
に
対
し
Ｊ
Ａ
が
種
苗
の
助
成

を
行
っ
た
「
新
品
目
栽
培
実
証
」

を
使
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
栽
培
へ

の
挑
戦
。
特
に
冬
期
間
の
ハ
ウ
ス

野
菜
に
力
を
注
い
だ
。
多
品
目
の

組
み
合
わ
せ
栽
培
は
生
産
者
の
意

識
向
上
に
繋
が
り
、
や
が
て
講
習

会
や
研
修
会
の
参
加
者
人
数
が
増

加
。
互
い
に
技
術
や
情
報
の
交
換

を
積
極
的
に
行
っ
た
。
同
じ
目
標

に
向
か
っ
て
進
む
う
ち
に
仲
間
意

識
や
一
体
感
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
は
困
難
の
連
続
。
で
も

何
が
あ
っ
て
も
諦
め
ず
、
指
導
機

関
や
栽
培
農
家
を
幾
度
も
訪
問
し
、

自
ら
の
足
で
技
術
を
身
に
付
け
イ

チ
ゴ
作
り
を
追
究
し
続
け
た
。
今

で
は
、
春
に
な
る
と
濃
厚
で
甘
い

イ
チ
ゴ
が
実
を
つ
け
る
。
平
成
25

年
に
は
ハ
ウ
ス
で
ミ
ニ
ト
マ
ト

栽
培
を
開
始
。
友
人
の
協
力
で

ジ
ュ
ー
ス
加
工
に
も
着
手
し
た
。

今
年
は
育
苗
に
も
挑
戦
す
る
。

　
ど
ん
な
時
も
前
へ
進
み
続
け
る

阿
部
さ
ん
の
原
動
力
は
「
人
と
の

繫
が
り
」
だ
。
壁
に
ぶ
つ
か
る
度

に
、
声
を
か
け
力
を
貸
し
て
く
れ

た
生
産
者
仲
間
や
近
所
の
人
々
が

支
え
に
な
っ
た
。「
自
分
の
農
業

を
き
っ
か
け
に
、
震
災
前
の
よ
う

な
地
域
の
繫
が
り
を
取
り
戻
し
た

い
。
大
好
き
な
生
ま
れ
故
郷
へ
の

恩
返
し
。
下
を
向
い
て
も
意
味
が

な
い
。
元
気
に
楽
し
い
農
業
を
し

て
い
れ
ば
、
農
業
に
興
味
を
持
つ

人
も
出
て
き
て
、
地
域
農
業
に
新

し
い
仲
間
が
出
来
る
と
思
う
」
と

明
る
い
笑
顔
を
み
せ
た
。

描
く
未
来

　
営
農
活
動
の
再
構
築
に
向
け

て
、
一
歩
一
歩
、
着
実
に
前
に
向

か
っ
て
歩
み
続
け
る
生
産
者
た
ち
。

冬
採
り
キ
ャ
ベ
ツ

　
夏
は
冷
涼
、
冬
は
温
暖
な
沿
岸

地
域
特
有
の
気
候
を
生
か
し
た
周

年
出
荷
へ
の
取
り
組
み
に
冬
採
り

キ
ャ
ベ
ツ
が
あ
る
。

　
震
災
前
か
ら
試
験
栽
培
を
し
て

い
た
が
農
業
復
興
を
て
こ
入
れ
す

る
た
め
震
災
後
に
本
格
的
に
栽
培

を
開
始
。
７
月
の
播
種
後
、
８
月

に
定
植
、
12
月
末
～
１
月
に
根
を

付
け
た
ま
ま
半
冷
凍
状
態
で
収
穫

し
、
貯
蔵
。
３
月
ま
で
出
荷
が
可

能
だ
。
春
出
荷
用
の
野
菜
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
通
年
出
荷
の
可

能
性
が
広
が
り
、
所
得
向
上
に
も

繋
が
る
。

　
部
会
で
は
品
質
統
一
の
た
め
に

共
同
播
種
を
し
て
い
る
が
、
作
業

中
の
会
話
な
ど
が
震
災
で
負
っ
た

心
の
傷
を
癒
す
交
流
の
場
と
な

り
、
農
業
再
開
や
栽
培
意
欲
の
向

だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店
の
存
在
は
生
産

意
欲
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

ま
た
学
校
給
食
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ホ
テ
ル
な
ど
か
ら
も
需
要
が
あ
り
、

更
な
る
販
路
拡
大
や
地
産
地
消
の

拠
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
こ
こ
ま
で
く
る
の
は
容

易
で
は
な
か
っ
た
。
東
梅
康
悦
同

部
会
長
は
「
設
立
時
、
会
員
が
集

ま
る
か
が
不
安
要
素
の
ひ
と
つ

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
声
掛
け

で
会
員
は
集
ま
っ
た
が
、
農
作
物

の
に
ぎ
わ
い
を
１
年
中
継
続
で
き

る
か
が
次
な
る
課
題
だ
っ
た
。
し

か
し
、
栽
培
講
習
会
へ
の
参
加
率

や
新
た
な
栽
培
品
目
に
取
り
組
む

姿
、
そ
し
て
オ
ー
プ
ン
の
に
ぎ
わ

い
に
不
安
は
か
き
消
さ
れ
た
。

　「
だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店
は
ひ
と
つ

の
起
爆
剤
で
、
こ
こ
か
ら
が
ス

タ
ー
ト
。
震
災
前
以
上
に
地
域
農

業
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

何
よ
り
地
域
に
喜
ば
れ
必
要
と
さ

れ
る
存
在
を
目
指
す
。
私
達
に
し

か
出
来
な
い
品
揃
え
や
店
舗
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
東
梅
部

会
長
は
力
強
く
語
る
。

　
生
産
者
た
ち
の
日
々
の
努
力
と

農
業
生
産
活
動
は
、
地
域
に
活
力

を
与
え
、
未
来
を
明
る
く
照
ら
す

希
望
の
光
と
な
る
だ
ろ
う
。

1�仮設住宅を中心にまわった移動販売
2�栽培講習会。開催会場数を増やすことで、参加人数も増加
し、生産者同士の交流にもなった

3�組み合わせ栽培の例も記載している野菜栽培暦
4�新たな品目に取り組む生産者ハウス
5・6�いつも笑顔の阿部和子さんと出荷したトマト
7冬採りキャベツを収穫する阿部美智子さん
8�・9�陳列棚に並ぶ冬採りキャベツと共同播種の様子
⓾�店内の品揃えはこれまでの努力が形として表れている
⓫・⓬熱き思いを語ってくれた東梅康悦部会長。商品を確認し
ながら今後の展望をＪＡ東部地区営農センター長と語り合う

4 3 15

6

789

10

1112

2

営農活動の再構築に向けて

前へ進み続ける
ＪＡ沿岸産直部会
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たいへんすばらしかったです
よくがんばりました

３日間の農業塾の感想
　参加したキッズたちから帰りの新幹線内で3日間の感想を聞きまし
た。一部抜粋して紹介します。

★�お客さんが「おいしい」と言ってくれて嬉しかった。もっとＪＡいわて花巻
の作物を知ってもらいたいと思った。
★�ＪＡいわて花巻の農作物が凄く人気がある事が分かった。
★�農作物のおいしさと魅力をＰＲできた。お父さんとお母さんが農家で良
かった。
★�セリを初めてみて驚いた。３日間みんなと協力できたし、友達がたくさん
できて嬉しかった。
★�市場や高級スーパーからもＪＡいわて花巻の農作物が人気だという事
を知った。
★�実際に体験や見学をして野菜の流通について知ることができた。
★�最初に立てた農業塾での目標を達成できた。
★�本当にいろいろな事を学べた。参加できて良かった。３日間で成長でき
た気がする。

子ども達は、研修前や体験
前には「研修のしおり」を開
き、事前勉強してから研修に
臨みました。また、研修中も、
担当の方からのお話を聞いて
感じた事や、目にして気がつ
いた事などをしっかりとメモを
とる姿が印象的でした。

学んだ事もメモをとって、

自分自身にインプット！

はなまきキッズ農業塾　in 東京・横浜Special Issue特集2 特
集
２

Special Issue

農
業
を
次
世
代
へ
繋
ぐ

「
は
な
ま
き
キ
ッ
ズ
農
業
塾
」

　
Ｊ
Ａ
は
、
食
料
供
給
を
担
う
農
業
と
農
業
者
の
重
要

性
を
次
世
代
へ
伝
え
繋
ぎ
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
人
づ
く

り
を
促
進
す
る
た
め
「
は
な
ま
き
キ
ッ
ズ
農
業
塾
」
を

開
校
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
管
内
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物

と
そ
れ
を
作
る
農
業
者
や
家
族
の
尊
さ
、
地
域
農
業
や

故
郷
に
対
し
誇
り
を
持
て
る
人
材
を
育
て
ま
す
。

　
新
春
を
迎
え
た
１
月
６
日
、
農
家
組
合
や
生
産
部
会

な
ど
の
代
表
者
か
ら
推
薦
さ
れ
た
組
合
員
家
族
の
５
、

６
年
生
23
人
が
集
ま
り
、
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
る
農

業
塾
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
３
日
間
の

研
修
を
通
し
、
家
族
が
作
っ
た
農
作
物
が
消
費
地
で
ど

の
よ
う
に
販
売
さ
れ
、
消
費
者
が
何
を
感
じ
な
が
ら
購

入
し
て
い
る
の
か
を
実
際
に
肌
で
感
じ
学
び
ま
し
た
。

農
作
物
の
消
費
地
を
知
る

 

Ｊ
Ａ
横
浜
農
産
物
直
売
所

　
農
業
塾
２
日
目
、
子
ど
も
達
は
Ｊ
Ａ
横
浜
の
農
産
物

直
売
所
ハ
マ
ッ
子
で
リ
ン
ゴ
（
蜜
入
り
サ
ン
ふ
じ
「
賢

治
リ
ン
ゴ
」、
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
）
や
雑
穀
、
Ｊ
Ａ
子

会
社
の
加
工
品
「
岩
手
早
池
峰
の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
な

ど
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
１
月
の
冷
た
い
浜
風
に
打
た
れ
な
が
ら
も
、
子
ど
も

達
は
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
い
わ
て
花
巻
の
お
い

し
い
農
作
物
で
す
」
な
ど
大
き
な
声
で
来
客
者
を
お
出

迎
え
。
試
食
や
試
飲
、
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
な
が

ら
、
積
極
的
に
話
し
か
け
交
流
を
図
る
姿
は
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
体
験
前
、
農
家
が
一
生
懸
命
に
育
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
心
に
刻
み
、
Ｐ
Ｒ
商
品
の
勉
強
を
行
っ
た
子
ど
も

達
は
、
来
客
者
か
ら
の
雑
穀
ご
飯
の
作
り
方
や
リ
ン
ゴ

の
味
に
つ
い
て
な
ど
、
様
々
な
質
問
に
も
戸
惑
う
こ
と

な
く
立
派
に
受
け
応
え
。
未
来
の
後
継
者
た
ち
の
頼
も

し
さ
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

農
作
物
の
流
通
を
知
る 　 

大
田
市
場

　
２
日
目
の
朝
は
、
夜
明
け
前
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
東

京
都
中
央
卸
売
市
場
（
大
田
市
場
）
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
大
田
市
場
に
は
毎
日
約
３
５
０
０
ｔ
の
農
作
物
が
全

国
各
地
・
海
外
か
ら
集
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
か
ら

も
年
間
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
品
目
の
農
作
物
が
届
け

ら
れ
全
国
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
は
市
場
内
に
あ
る
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
大

量
の
農
作
物
に
驚
き
、
ま
た
、
仲
卸
業
者
と
売
買
参
加

者
（
小
売
業
者
や
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
）
が
農

作
物
の
値
段
を
せ
り
合
っ
て
い
る
様
子
に
釘
づ
け
に
な

り
な
が
ら
施
設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
他
に
も
Ｊ
Ａ
管

内
で
生
産
さ
れ
る
農
作
物
の
品
質
が
首
都
圏
で
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
事
や
多
く
の
需
要
が
あ
る
事
、
高
級

デ
パ
ー
ト
か
ら
も
多
く
の
要
望
が
あ
る
ほ
ど
品
質
が
良

い
事
な
ど
を
知
り
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
自
分
の
家
族
が
生
産
し
て
い
る
農
作
物
が
ど
の
よ
う

な
経
路
を
経
て
消
費
者
の
元
に
届
く
の
か
知
ら
な
か
っ

た
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
大
田
市
場
で
の
研
修
は
、
こ

れ
ま
で
空
白
だ
っ
た
流
通
ル
ー
ト
が
一
本
に
繋
が
り
、

新
た
な
興
味
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
費
地
で
知
っ
た
Ｊ
Ａ
管
内
で
生
産
さ
れ
る

農
作
物
の
評
判
の
高
さ
は
、
地
域
農
業
や
故
郷
、
農
業

を
営
む
家
族
を
誇
り
に
感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。 in

in

はなまきキッズ
農業塾
in東京・横浜

〜消費地で知る
　地域農業の素晴らしさ〜

故郷・ＪＡいわて花巻

齋さ
い
と
う藤

　
陽ひ

な菜

南
城
小
学
校（
６
）花
巻

及お
い
か
わ川

　
裕ゆ

う生

矢
沢
小
学
校（
６
）矢
沢

塚つ
か
ざ
わ澤

　
美み

き妃

宮
野
目
小
学
校（
５
）宮
野
目

多た

だ田
　
朱し
ゅ
り里

湯
本
小
学
校（
６
）湯
本

佐さ
と
う藤

　
光み

ゆ優

湯
口
小
学
校（
６
）湯
口

戸へ
ら
い来

　
和か
ず
き生

太
田
小
学
校（
５
）太
田

照て
る
い井

　
慎し
ん
の
す
け

之
介

笹
間
第
一
小
学
校（
６
）笹
間

髙た
か
は
し橋

　
来ら
い
お音

八
幡
小
学
校（
６
）石
鳥
谷

高た
か
は
し橋

　
琉る
る々

八
重
畑
小
学
校（
５
）石
鳥
谷
東

高た
か
は
し橋

　
悠ゆ
う
き希

亀
ケ
森
小
学
校（
６
）大
迫
町

菅す
が
わ
ら原

　
颯そ
う

東
和
小
学
校（
６
）東
和
町

小お
が
さ
わ
ら

笠
原
　
蒼そ
う
た太

黒
沢
尻
東
小
学
校（
６
）み
な
み

盛も
り
あ
い合

　
恵え

な那

立
花
小
学
校（
５
）さ
く
ら

齊さ
い
と
う藤

　
禅ぜ
ん

更
木
小
学
校（
６
）二
子

髙た
か
は
し橋

　
界か
い

和
賀
東
小
学
校（
６
）和
賀
町

下し
も
せ
が
わ

瀬
川
　
優ゆ
う
が雅

江
釣
子
小
学
校（
６
）江
釣
子

佐さ

さ

き
々
木
　
柚ゆ
ず
ね音

い
わ
さ
き
小
学
校（
６
）岩
崎

髙た
か
は
し橋

　
陽は
る
と人

笠
松
小
学
校（
６
）横
川
目

羽は
し
ば柴

　
夢ゆ
う
か叶

湯
田
小
学
校（
５
）湯
田

大お
お
ぜ
き堰

　
頌の
ぶ
ひ
と仁

沢
内
小
学
校（
５
）沢
内

菊き
く
ち池

　
皐た
か
あ
き了

青
笹
小
学
校（
５
）遠
野

浅あ
さ
ぬ
ま沼

　
拓た
く
や哉

宮
守
小
学
校（
５
）宮
守

戸と
ざ
わ澤

　
頼ら

い威

大
槌
学
園
小
学
部（
６
）大
槌

	 9：30	 新花巻駅にて出発式
	14：00	 （一社）家の光協会研修
	16：00	 東京都内見学
	18：30	 全農ミートフーズ直営店で
	 	 岩手県産食材の夕食

	 6：30	 東京都中央卸売市場
	 	（大田市場）研修
	 9：00	 ＪＡ横浜
	 	 農産物直売所「ハマッ子」
	 	 ＪＡいわて花巻産農産物・
	 	 加工品ＰＲ

	10：00	 東京都内見学
	18：45	 新花巻駅着後「解散式」

農業塾カリキュラム

雑穀ご飯の試食準備。
「お客さん喜んでくれるかな」

市場担当者の話に聞き入る子ども達
大田市場に集まってくる農作物の量に
子ども達もびっくり！

大田市場で、JAオリジナルブランドの蜜入りサンふじ「賢治りんご」発見

2人で協力しながら
のむヨーグルトの試飲準備

▲�会話もはずみ、コミュニケーショ
ンも完璧でした！
◀�お客さんのハートをつかんだ農
産物の紹介チラシ配り

▶�リンゴの品種や味の特徴もしっ
かり説明できるようになりました

１日目（1/6）

２日目（1/7）

３日目（1/8）

学
校
名（
学
年
）所
属
支
店
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北
上
支
店
は
１
月
４
日
、
組
合
員
や
地
域

住
民
と
の
触
れ
合
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

目
指
し
、
つ
き
た
て
の
餅
を
来
店
者
に
振
る

舞
い
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
振
る
舞
い
は
、
支
店
行
動
計
画
の
一

環
と
し
て
初
め
て
企
画
し
ま
し
た
。
支
店
職

員
が
約
６
キ
ロ
の
も
ち
米
を
威
勢
よ
く
つ

き
、
女
性
部
北
上
地
域
支
部
北
部
支
部
の
飯

豊
支
部
員
が
手
際
良
く
、
あ
ん
こ
と
き
な
粉

で
味
を
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
１
個
ず
つ
振
る
舞

い
ま
し
た
。
支
店
内
は
笑
顔
で
溢
れ
、
来
店

者
か
ら
は「
つ
き
た
て
で
お
い
し
い
。
職
員

と
交
流
す
る
こ
と
も
で
き
、
楽
し
か
っ
た
」

と
好
評
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
伝
統
的
文
化
を
継
承
し
た
運

営
を
行
い
、
地
域
づ
く
り
運
動
を
展
開
す
る

た
め
、
全
27
支
店
が「
支
店
行
動
計
画
」を
策

定
し
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
は
、
こ
れ
か
ら
も
支
店
を
核
と
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

花
巻
り
ん
ご
連
絡
会
は
１
月
13
日
、
花
巻

市
成
田
に
あ
る
花か

南な
ん

わ
い
化
林
檎
生
産
組
合

の
団
地
内
で
リ
ン
ゴ
剪
定
指
導
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

生
産
者
約
40
人
が
参
加
し
、
小
原
昭
男
会

長
が「
今
年
初
め
て
の
仕
事
に
な
る
が
、
剪

定
は
重
要
な
作
業
。
し
っ
か
り
学
び
、
作
柄

に
結
び
付
け
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
河

田
道
子
さ
ん
が
、
樹
齢
20
年
と
６
年
の
木
を

剪
定
指
導
。日
当
た
り
や
作
業
性
を
考
慮
し
、

参
加
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
枝
を
切

り
落
と
し
ま
し
た
。
河
田
さ
ん
は「
去
年
の

管
理
を
振
り
返
り
な
が
ら
今
年
の
作
業
を
進

め
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
管
内
の
花
芽
調
査
で
は
、
花
芽
率
は

平
年
並
み
。
弱
小
・
褐
変
花
芽
率
は
平
年
を

下
回
り
ま
し
た
が
、
地
域
に
よ
り
ば
ら
つ
き

が
あ
り
ま
す
。
リ
ン
ゴ
剪
定
指
導
会
は
２
月

ま
で
12
会
場
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

餅振る舞い来店者と交流
新年祝い北上支店が初めて企画

今年のリンゴ栽培始まる
豊作願い、各地で剪定指導会

　
Ｊ
Ａ
の
食
育
リ
ー
ダ
ー
「
花
巻
ま
ん
ま
ー

ず
」が
、
創
意
工
夫
の
あ
る
地
産
地
消
の
活

動
を
し
た
団
体
・
個
人
に
贈
ら
れ
る「
平
成

27
年
度
地
産
地
消
優
良
活
動
表
彰
」の
東
北

農
政
局
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
や
親

子
向
け
の
料
理
体
験
を
行
っ
て
お
り
、
食
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
料
理
体
験
で
作
る
お
に
ぎ
り
に
、

地
元
産
の
雑
穀
を
取
り
入
れ
る
な
ど
積
極
的

に
地
元
食
材
を
使
用
。
四
肢
五
感
を
全
て
使

う
料
理
教
室
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
齊
藤
洋
美
さ
ん
は「
子
ど
も
達
に

調
理
法
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
心
も
成
長

で
き
る
よ
う
更
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
と
遠
野
市
の
青
笹
児
童
館
は
１
月
16

日
、
同
児
童
館
で「
親
子
工
作
教
室
」を
開
き

ま
し
た
。
毎
年
Ｊ
Ａ
が
講
師
派
遣
や
昼
食
の

準
備
を
す
る
な
ど
、
児
童
館
と
共
同
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

親
子
18
人
が
参
加
し
、（
一
社
）家
の
光
協

会
講
師
の
指
導
の
も
と
、
雑
誌「
ち
ゃ
ぐ
り

ん
」を
活
用
し
て
毛
糸
を
使
っ
た「
鏡
も
ち
ス

ノ
ー
マ
ン
」作
り
に
挑
戦
。
白
の
毛
糸
か
ら

雪
だ
る
ま
を
作
り
、
フ
ェ
ル
ト
で
作
っ
た
ミ

カ
ン
を
頭
に
載
せ
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

菊
池
実
樹
ち
ゃ
ん（
８
）は「
か
わ
い
く
作

る
の
が
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
く
出
来

た
」と
笑
顔
を
見
せ
、
母
親
の
和
代
さ
ん

（
41
）は「
親
子
で
作
業
す
る
良
い
機
会
と
な

り
楽
し
め
た
」と
話
し
ま
し
た
。

「花巻まんまーず」東北農政局長賞を受賞 　地産地消活動が高評価 雑誌「ちゃぐりん」を使って親子で手芸に挑戦 　児童館と共同開催

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
17
日
、
プ
ロ
の
結
婚
相
談
員

を
講
師
に
登
録
者
自
身
を
磨
く
た
め
の
Ｊ
Ａ

婚
活
セ
ミ
ナ
ー
「
男
み
が
き
講
座
」を
花
巻

市
の
ホ
テ
ル
で
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
Ｊ
Ａ
婚
活
事
業
へ
の
登
録
男
性

13
人
。（
株
）ウ
ェ
ブ
の
清
本
道
子
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
女
性
と
の
接
し
方
や
ア
プ
ロ
ー

チ
法
を
習
得
。
他
に
も
洋
食
の
コ
ー
ス
料
理

を
前
に
、
マ
ナ
ー
や
立
ち
振
る
舞
い
、
身
だ

し
な
み
や
会
話
術
な
ど
を
実
践
形
式
で
学
び

ま
し
た
。
参
加
し
た
30
代
男
性
は「
小
さ
な

心
遣
い
で
相
手
へ
の
伝
わ
り
方
が
変
わ
る
。

自
身
が
つ
い
た
」と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
、
出
会
い
の
場
の
提
供
の
ほ
か
、

今
後
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
展
開
し
、
輝

く
自
分
磨
き
の
支
援
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
14
日
、
園
芸
品
目
の
新
規
作

付
希
望
者
を
対
象
に「
園
芸
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

セ
ミ
ナ
ー
」を
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
重
点
品
目
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
リ

ン
ド
ウ
な
ど
６
種
の
野
菜
と
４
種
の
花
き
を

紹
介
し
、
栽
培
や
経
営
の
流
れ
、
初
期
投
資

額
や
収
支
計
画
、
助
成
制
度
な
ど
を
説
明
。

参
加
し
た
11
人
と
の
個
別
面
談
で
は
、
不
安

要
素
や
課
題
に
対
し
、
個
々
に
合
っ
た
内
容

の
解
決
策
や
品
目
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
40
代
女
性
は「
作
付
け
品
目
の

視
野
が
広
が
っ
た
。
今
後
の
方
向
性
が
見
え

て
き
た
」と
前
向
き
な
姿
勢
を
み
せ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
意
見
を
参
考

に
、今
後
も
新
規
作
付
希
望
者
の
声
に
応
え
、

支
援
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

自分を磨いて婚活力アップ 　JA婚活スキルアップセミナー「男みがき講座」

新規作付希望者の不安と疑問にピンポイント提案 　園芸 YARUBE（やるべ）セミナー

	 ぽ	 ら	 ー	 の	 N	 E	 W	 S
地 域

の 話
題

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
、
餅
に
味
を
付
け
る
女
性
部
員

真
剣
な
眼
差
し
で
、
ど
の
枝
を
切
り
落
と
す
か
考
え
る
参
加
者

笑顔をみせる花巻まんまーず代表の齊藤さん（中） （一社）家の光協会の講師（左上）に教わる参加者

自分磨きの知識を蓄える参加者 ＪＡの婚活事業については本紙P15をご覧ください

各品目の担当者が参加者一人ひとりと面談
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改
正
農
協
法
施
行
を
控
え
て

常
勤
監
事  
今
野 

英
二

　

今
年
の
冬
は
、
比
較
的
し
の
ぎ
や
す
い
寒
さ

で
す
が
、
今
後
も
春
の
農
作
業
に
影
響
の
な
い

よ
う
な
天
候
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
成
立
し
た
改
正
農
協
法
は
、
こ

の
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
非
営
利
規

定
の
廃
止
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
協
同
組
合
の

存
在
価
値
を
否
定
す
る
内
容
や
中
央
会
制
度
の

廃
止
等
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
組
織
体
制
を
揺
る
が

す
内
容
が
含
ま
れ
、
協
同
組
合
関
係
者
や
農
業

関
係
者
に
と
っ
て
は
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
組
織
が
こ
れ
ま
で
の

社
会
の
変
化
に
十
分
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た

こ
と
も
事
実
で
す
の
で
真
摯
に
自
覚
し
、
組
織

の
自
己
改
革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

特
に「
農
業
者
の
所
得
増
大
」と「
農
業
生
産
の

拡
大
」は
、
地
域
振
興
と
い
う
観
点
か
ら
も
最
優

先
の
課
題
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
営
農･

経
済
事
業
だ

け
で
な
く
、
金
融
事
業
で
あ
っ
て
も
共
済
事
業

で
あ
っ
て
も
す
べ
て
の
事
業
に
お
い
て
こ
の
こ

と
を
念
頭
に
置
く
と
と
も
に
、
総
合
事
業
で
あ

る
こ
と
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
組
合
員
の

皆
様
や
地
域
の
皆
様
を
起
点
と
し
た
Ｊ
Ａ
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ローンセンターは各種ローンの相
談を承っています。家の新築や増改
築、車の購入、教育資金など、資金借
り入れの相談や検討している方はお
気軽にご来店ください。専門スタッフ
が丁寧に対応致します。
■開催期間
　月～金曜日…午前9時～午後6時
　日曜日…午前9時～午後4時
　�※定休日は土曜日と祝祭日
●お問い合わせ
　ローンセンター
 （JA本店営業課隣り）

☎0198-22-6277

　ＪＡでは子育て中の女性とその家族
の皆さんが気軽に集まれる憩いの場と
して毎月第２・４金曜日に「わいわい子
育てフリースペース」を開設しています。
■日時
　2月26日（金）午前10時～正午
■内容
　ひな祭りに「のり巻寿司」を作ろう！
■参加費
　300円
※３月11日は午前10時～正午まで開放してい
ます。参加費は無料。ボランティアグルー
プほのぼのさんが遊んでくれます。

■場所
　JA野田神社「洗心館」

（JA本店北側隣り）
●お問い合わせ
　生活福祉部生活ふれあい課

☎0198-45-1213

　北上市機械化農業公社では、以下
の研修の受講者を募集致します。
■研修種類
①水稲全作研修（通年研修）
　播種・育苗から収穫乾燥調製までの全
作業や農業経営を外部団体での講習など
②大型農業機械操作研修及びア
スパラガス栽培作業研修（スポッ
ト研修）
　大型農業機械の操作やアスパラガ
ス栽培作業など
■研修期間
　平成28年4月1日～平成29年3月31日
■対象者
　北上市内で就農を志向する就農
希望者または就農からおおむね8
年以内の方
※他市町村の方は、相談に応じます
■定員
　各研修おおむね3名
■費用
　研修費用は原則無料
※傷害保険料等は公社が負担します

■申込方法
　北上市機械化農業公社(北上市
和賀町煤孫10-14-2)に置いてある
応募用紙に記入して提出
■申込期間
　<通年研修希望者>
　3月1日(火)～3月31日(木)
※スポット研修希望者は随時受け付け
●お問い合わせ・応募用紙請求先
　北上市機械化農業公社

☎0197-73-6022

　農機センター花巻・石鳥谷・東和・
遠野・北上合同の「農業機械大展示
即売会」を開催します。新製品や目玉
商品を多数展示。作業効率の向上や
コスト低減につながる商品を提案し
ます！様々な農業機械をご用意して皆
様のご来場をお待ちしております。
■開催場所
　㈱JAグリーンサービス花巻本社
　特設会場（花巻市野田307-1）
■開催日時
　�3月18日（金）・19日（土）
　午前9時～午後4時
●お問い合わせ
　㈱JAグリーンサービス花巻
　農機センター花巻

☎0198-23-2110

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
議
案
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
12
回
理
事
会
　
開
催
日
：
１
月
28
日（
木
）

■
議
決
事
項

第
１
号
議
案　

�

常
例
検
査
の
回
答
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
平
成
27
年
度
財
務
諸
表
等
監
査（
期

中
監
査
）「
改
善
を
要
す
る
事
項
」
の
回
答
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

�

Ｊ
Ａ
岩
手
県
第
３
次
管
理
・
経
済
業
務
シ
ス
テ
ム
の

共
同
利
用
及
び
開
発
費
の
拠
出
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

固
定
資
産
（
宮
守
育
苗
施
設
改
修
）
の
取
得
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

販
売
業
務
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
12
回
監
事
会
　
開
催
日
：
１
月
28
日（
木
）

■
協
議
事
項

⑴　

�

平
成
28
年
度
監
事
監
査
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

⑵　

�

平
成
27
年
度
決
算
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

⑶　

常
例
検
査
（
監
事
監
査
指
摘
事
項
）の
回
答
に
つ
い
て

⑷　

常
例
検
査
回
答
書
に
か
か
る
監
事
意
見
に
つ
い
て

⑸　

�

Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
財
務
諸
表
等
監
査（
期
中
監
査
）回
答
書
に

か
か
る
監
事
意
見
に
つ
い
て

⑹　

�

Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
平
成
27
年
度
財
務
諸
表
等
監
査（
査
定
監

査
）
の
立
会
に
つ
い
て

各グリーンセンター定休日
２月・３月の定休日は次の通りです。ご確認の上ご来店ください。

２月 ３月 ２月 ３月

花 　 巻 14日・27日 13日・27日 北 　 上 21日 6日・20日

石 鳥 谷 13日・27日 12日・26日 西 和 賀 土曜日・日曜日・祝日

大 　 迫 土曜日・日曜日・祝日 遠 野 13日・27日 8日

東 　 和 20日 5日・19日

営業時間は全店舗8：30〜17：00です。（3月まで）
2月29日（月）は棚卸の為、全店休業と致します。

　お問い合わせ先：営農推進部生産資材課 ☎0198-22-6192
または、最寄りの各地域グリーンセンターまで

I n f o r m a t i o n

役 員 室 よ り

研修受講者募集
北上市機械化農業公社

ローン相談
日曜日も承ります!!

おいでよ！
子育てママさん！

（株）ＪＡグリーンサービス花巻
農業機械大展示即売会

●
理
事
会
だ
よ
り

●
監
事
会
だ
よ
り

※「役員室より」はお休みです。

ＪＡでお申し込み頂くと

特徴
●７０項目以上の検査で自分の健康をチェック！病気の早期発見！
●脳ＭＲＩ・ＭＲＡ検査をはじめ、各種オプションを用意
●一日で総合的な検査が可能
●検査結果は一部を除き当日判明。結果にもとづき医師の指導、
 保健師・栄養士からの健康支援を受けることができる！

ＪＡの一日人間ドックのご案内ＪＡの一日人間ドックのご案内ＪＡの一日人間ドックのご案内
大切な家族、自分の将来の為に健康チェックを受けてみませんか？

花　巻 ☎0198-45-1213
北　上 ☎0197-71-1340
西和賀 ☎0197-85-3301
遠　野 ☎0198-62-6604

ＪＡか
らの

お知ら
せ

〈お問い合わせ・お申込み〉

●お問い合わせ・お申込み
　生活福祉部生活ふれあい課　☎０１９８-４５-１２１３
●お問い合わせ・お申込み
　生活福祉部生活ふれあい課　☎０１９８-４５-１２１３
●お問い合わせ・お申込み
　生活福祉部生活ふれあい課　☎０１９８-４５-１２１３

またはお近くの支店窓口までまたはお近くの支店窓口までまたはお近くの支店窓口まで

通常 48,600円 41,040円で受診できます！
人間ドック助成金につ
いては各地域生活ふれ
あい課にお問い合わせ
ください。

JAでは、婚活事業のひとつとして生活福祉部生活ふれあい課に「婚活相談
窓口」を設置し、農業や農家の後継者をはじめ、主に組合員の配偶者を見
つけるお手伝いをしています。各支店に配置している「婚活相談員」が相談
者と面談し、相手方の紹介や各種婚活イベントの紹介、事後のフォローな
どを行い、相談者の幸せな人生と組合員家族の健全な発展を目指します。

婚活♥
登録者募集

婚活相談の流れ

受付の手続き「婚活相談のお申込み」に記入してくだ
さい。（氏名、連絡先等の簡単なもの）
※お申し込みは組合員・組合員後継者及び家族とします
※お申込み用紙は各支店にあります

❶

記入後、生活福祉部生活ふれあい課（事務局）へ
提出をお願いします。FAXでも受け付けます。
※個人情報は厳守いたします

❷

記入者、または申し込み希望者がご本人様である
かどうか事務局が本人確認を行います。

❸

本人確認が取れたら、
正式な申し込み書類を郵送します。

❹

提出していただいた書類を確認し、
登録が完了です。

❺

婚活相談員と面談
お見合いやお食事会、合コン等のセッティング、婚活イベント
への参加など、相談員のご希望に合わせた支援を行います。

❻

〈検査料金〉

2 0 16 . 2 2 0 16 . 215 14ぽらーの花巻 ◉ ◉ぽらーの花巻



　

管
内
滝
巡
り
⑩
で
紹
介

の
遠
野
市「
荒
川
不
動
ノ

滝
」に
近
く
、
荒
川
牧
場
そ

ば
の
滝
で
す
。

　

流
れ
が
何
段
か
に
分
か

れ
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

撮
影
が
楽
し
め
ま
す
。
瀞

（
と
ろ
）の
文
字
は
、
深
い

淵
で
流
れ
の
静
か
な
所
と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
が
、

こ
の
滝
は
水
量
豊
か
で
急

流
で
し
た
。

　

こ
の
滝
の
や
や
近
く
に

は「
小
烏
瀬
の
滝
」と
い
う

名
の
静
か
に
流
れ
る
小
さ

な
滝
が
あ
り
ま
す
。

写真・文／高沢翔
西和賀町をメーンに風景写真を撮っている写真家。写真
絵葉書を7作発行。平成21年〜 23年までJAいわて花巻
監事を１期務めた。本名：髙橋定雄（西和賀町沢内在住）

ホームページ「高沢翔写真館」 http://esuke.sakura.ne.jp

遠野市「長瀞の滝」
段瀑/推定落差・10メートル

ふ う し ゅ て ん け い

風趣点景
管内滝巡り⑳

毎
日
書
き
綴
っ
た
ノ
ー
ト
。
何

気
な
く
開
い
た
ペ
ー
ジ
に
い

た
の
は
広
報
１
年
目
の
が
む
し
ゃ

ら
す
ぎ
る
26
歳
の
私
。
ふ
と
目
に

入
っ
た
「
未
来
の
自
分
よ
、
今
の

私
の
情
熱
よ
り
誇
れ
る
も
の
持
っ

て
る
？
」
と
い
う
言
葉
。
何
を
偉
そ

う
に
…
。
こ
の
３
年
間
、
ペ
ン
の

先
ま
で
悩
ん
だ
り
泣
き
べ
そ
も
か

い
た
。
で
も
取
材
先
で
出
会
う
強

い
思
い
や
笑
顔
や
言
葉
が
何
度
も

心
に
火
を
灯
し
挑
戦
す
る
情
熱
を

く
れ
た
。
過
去
の
自
分
に
即
答
す

る
、
私
の
誇
れ
る
も
の
は
「
こ
の

出
会
い
、
尽
く
し
た
い
と
思
え
る

人
々
だ
」。
新
た
な
年
度
が
始
ま
る
。

力
量
を
蓄
え
次
は
私
が
力
に
な
る

番
。
農
協
人
と
し
て
未
来
の
私
が

誇
れ
る
仕
事
を
、
全
力
で
。﹇
大
内
﹈

寒
さ
厳
し
く
、
と
き
に
吹
雪
吹

き
荒
れ
る
岩
手
の
冬
。
雪
が

少
な
い
と
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、
今

年
に
入
り
や
っ
と
雪
が
積
も
っ
た
。

雪
か
き
を
思
う
と
大
変
な
こ
と
だ

が
、
今
月
号
の
表
紙
に
登
場
し
て

い
る
凍
み
大
根
を
始
め
、
こ
の
土

地
な
ら
で
は
の
気
候
を
活
か
し
農

業
を
営
ん
で
い
る
の
も
事
実
。
そ

し
て
、
サ
ク
ラ
も
こ
の
寒
さ
が
あ

る
か
ら
こ
そ
春
に
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
寒
さ

は
厳
し
い
が
、
多
く
の
恵
み
を
も

た
ら
す
冬
。
こ
の
寒
さ
に
負
け
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な“
力
〟
を
蓄
え
来
年
度

を
迎
え
た
い
。	

﹇
佐
藤
﹈

編集後記
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